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とだっ子の今を支え、未来を広げる戸田市の教育最前線
市では、とだっ子の可能性を広げるため、さまざまな取り組みを進めています。今回はその中から「第5次戸田市 教育振興計画」「小学生の学校給食費無償化」「中学生ニュージーランド短期留学プログラム」を紹介します。

■ 問い合わせ　学校給食課　442ｰ5065

小学生の学校給食費も無償化しました！

中学生ニュージーランド短期留学プログラムを実施します！
～世界へ踏み出す第一歩！～

子育て世帯への経済的支援として、学校給食費に関する次の施策を実施しています

①学校給食費の無償化

②学校給食費相当額の助成

申請
不要

要申請

市立小学校に在籍する児童の学校給食費を無償化しています。

※中学生は令和7年 4月から学校給食費無償化を実施しています

市立小・中学校に在籍している児童生徒のうち、食物アレルギーや不登
校などの理由から学校給食を停止している子の保護者と、市内在住で特
別支援学校中学部に在籍する生徒の保護者に対し、学校給食費相当額
（月額／小学校4,000 円、中学校4,600 円）を助成します。

※	助成金の申請方法については、『広報戸田市 8月号』でお知らせします
※	特別支援学校小学部については、各特別支援学校を管轄する自治体から支
援があります

■ 問い合わせ
 教育センター　434ｰ5660

世界で活躍できるとだっ子の育成のために、中学生が世界の文化・習慣などの多様な価値にふれ、自分の可能性を広げる体
験の機会として、ニュージーランドへの短期留学プログラムを実施します。現地の大学（IPU New Zealand）を拠点に、英語
での授業や文化体験、フィールドワークなどを通して、海外で学び、考え、交流する活動を計画しています。

首都・ウェリントン

プログラム内容（予定）
●IPU	New	Zealand	講師による英語レッスン
●政治経済・環境・文化などをテーマとした探究学習
●パーマストンノース市内のフィールドワークや文化施設訪問
●首都・ウェリントンの国会議事堂や博物館などの見学
●海外大学寮の宿泊体験（大学構内にある食堂・寮を利用）

対 象： 市内在住の中学生
定 員： 最大18人　※選考により決定
実施時期： 令和 9年1月4日（月）～11日（月）

※市内公立中学校在籍生徒については、欠席になりません

詳しくは、6月以降に市教育委員会ホームページで公開します。
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■ 問い合わせ　
 教育政策室
 （内線317）

「第5次戸田市教育振興計画」がスタートしました！
～好きを育み 得意を伸ばす とだの教育～
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ポイント

ポイント

ポイント

計画の作成にあたり、各校の代表児童生徒による意見発表会をオンラインで
実施し、意見を計画に反映しました！

「教育理念」を、「好きを育み 得意を伸ばす とだの教育」とし、子どもたちの 
思いや願いに一層寄り添うものへと見直しました！

4つの「方針」などを定め、先進的な取組を進めていきます！
方針1

方針3

方針2

方針4

未来を創る力を育む学びの実現

みんなで学び、活動し、支え合うまちづくり

一人ひとりを大切にする学びの実現

施策を実現するための土台づくり

子どもたちからの「こんなことがしたい！」という多様な意見を大切に受け止めた結果

このような教育理念の下

生成 AIなどの技術革新により社会は大きく変化し、予測困難な時代へと進みつつ
ある中、“未来に向けた本市の教育の羅針盤”として、今後5年間（令和8～12年度）
の市の教育政策の方向性をまとめたものです。

計画本書や関連情報は
こちらをご覧ください

反映した意見の例

実際に目で見る、ふれる、
質問するなどの経験を
もっとしたいです！

興味・関心を大切にした
探究的な学び

社会で活躍するプロによる
好奇心を育む学び

違いを認め合う学級づくり

レーザー加工機などの最新
機器によるものづくり

ALTと英語によるリアル
コミュニケーション

体を動かす楽しさを味わう
スポーツ活動

多様で安心な学びの場による
不登校支援

教育データを生かした
きめ細かな学びの支援

方針1の具体的な取り組みに、
「豊かな人間性や社会性を育むための体験的・
実践的な学びの推進」を新設

「第5次戸田市教育振興計画」とは


